
北
京
大
学
図
書
館
蔵
馬
氏
不
登
大
雅
文
庫
旧
抄
戯
曲

抄

重量

従
来
戯
曲
「
金
瓶
梅
」
と
言
え
ば
、
「
古
本
戯
曲
叢
刊
三
集
」
に
収
め
ら

れ
た
鄭
小
白
撰
と
称
せ
ら
れ
る
二
巻
三
十
四
出
の
も
の
を
き
し
た
。
し
か
し

最
近
中
国
の
学
苑
出
版
よ
り
か
つ
て
の
北
京
大
学
教
授
馬
廉
氏
旧
蔵
の
戯
曲

が
影
印
出
版
さ
れ
、
そ
の
中
に
二
種
の
戯
曲
「
金
瓶
梅
」
の
抄
本
が
収
録
さ

れ
て
い
た
。

本
稿
は
、
こ
の
う
ち
の
二
巻
三
十
四
出
本
に
つ
い
て
、
こ
の
戯
曲
が
基
づ

は
じ
め
に

最
近
、
中
国
の
学
苑
出
版
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
か
つ
て
の
北
京
大
学
の
教
授

で
戯
曲
小
説
の
研
究
家
で
あ
っ
た
馬
廉
氏
の
蔵
書
の
一
部
が
、
「
不
登
大
雅
文
庫

蔵
珍
本
戯
曲
叢
刊
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
そ
の
中
に
、
撰
者
不
明
の
戯
曲
「
金
瓶

梅
」
の
抄
本
が
二
部
収
録
さ
れ
て
い
た
。

従
来
、
戯
曲
「
金
瓶
梅
」
と
言
え
ば
、
か
つ
て
鄭
振
鐸
ら
が
収
集
編
刊
し
た

「
古
本
戯
曲
叢
刊
」
三
集
所
収
で
、
鄭
小
白
撰
と
称
せ
ら
れ
る
二
巻
三
十
四
出
本

文
学
部
論
集

第
八
九
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(
二
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年
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月
)

「
金
瓶
梅
」

に
つ
い
て
の
一
所
見

荒

木

猛

い
た
「
金
瓶
梅
」
の
版
本
、
他
の
戯
曲
「
金
瓶
梅
」
と
の
関
係
、
欠
け
て
い

る
部
分
の
推
定
さ
ら
に
は
戯
曲
化
す
る
に
あ
た
っ
て
見
ら
れ
る
特
色
・
作
者

鄭
小
白
等
に
つ
い
て
初
歩
的
考
察
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

馬
氏
不
登
大
雅
文
庫
、
戯
曲
「
金
瓶
梅
」
、
鄭
小
白

(
以
下
こ
れ
を
「
古
本
戯
曲
本
」
と
略
称
す
る
)
の
み
を
き
し
て
い
た
。
だ
が
こ

の
度
、
馬
廉
氏
旧
蔵
の
戯
曲
が
影
印
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
戯
曲
「
金
瓶

梅
」
は
、
「
古
本
戯
曲
本
」
の
他
に
何
種
類
か
現
存
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
の
「
不
登
大
雅
文
庫
蔵
珍
本
戯
曲
叢
刊
」
に
収
め
ら
れ
た
両
種
の
戯
曲
「
金

瓶
梅
」
は
、
一
は
、
二
巻
二
十
八
出
本
(
以
下
こ
れ
を
「
不
登
大
雅
甲
本
」
と
略

称
す
る
)
で
、
う
ち
、
一
出
・
二
出
・
十
四
出
・
二
十
三
出
の
都
合
四
出
が
す
で

に
散
失
し
て
い
る
。

ま
た
別
の
一
本
は
、
僅
か
に
十
出
の
み
の
も
の
(
以
下
こ
れ
を
「
不
登
大
雅
乙

九



北
京
大
学
図
書
館
蔵
馬
氏
不
登
大
雅
文
庫
旧
抄
戯
曲
「
金
瓶
梅
」
に
つ
い
て
の
一
所
見
(
荒
木

本
」
と
略
称
す
る
)

で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
不
登
大
雅
」
の
甲
本
も
乙
本
も
完
全

と
も
に
残
欠
本
で
あ
る
。

な
も
の
で
は
な
く
、

今
回
は
、
こ
の
う
ち
の
「
不
登
大
雅
甲
本
」
に
つ
い
て
、
二
、
三
調
べ
得
た
知

見
に
つ
い
て
指
摘
し
た
い
と
思
う
。

現
存
す
る
各
戯
曲
「
金
瓶
梅
」
相
互
の
関
係
に
つ
い
て

実
は
、
現
在
、
中
園
芸
術
研
究
院
戯
曲
研
究
所
資
料
室
に
も
、
別
に
戯
曲
「
金

瓶
梅
」
の
清
・
乾
隆
年
間
の
抄
本
が
二
種
存
す
る
と
い
う
。

従
っ
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
そ
の
存
在
が
わ
か
っ
て
い
る
戯
曲
「
金
瓶
梅
」
を
一

覧
す
る
と
、
左
の
よ
う
に
な
る
。

一
、
「
古
本
戯
曲
叢
刊
」
三
集
所
収
ニ
巻
三
十
四
駒
本
(
「
古
本
戯
曲
本
」
)

二
、
「
不
登
大
雅
文
庫
蔵
珍
本
戯
曲
叢
刊
」
所
収
二
巻
二
十
八
出
本
(
「
不
登
大

雅
甲
本
」
)

三
、
「
不
登
大
雅
文
庫
蔵
珍
本
戯
曲
叢
刊
」
所
収
十
出
本
(
「
不
登
大
雅
乙

本
」
)

四
、
中
国
芸
術
研
究
院
戯
曲
研
究
所
資
料
室
所
蔵
二
十
七
出
本
(
以
下
こ
れ
を

「
芸
戯
研
甲
本
」
と
称
す
る
。
)

五
、
中
園
芸
術
研
究
院
戯
曲
研
究
所
資
料
室
所
蔵
十
四
出
本
(
以
下
こ
れ
を

「
芸
戯
研
乙
本
」
と
称
す
る
。
)

こ
の
う
ち
の
一
の
「
古
本
戯
曲
本
」
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
津
田
瑞
穂
氏
に
、

「
随
筆
金
瓶
梅
」
な
る
一
文
が
あ
り
、
そ
の
中
で
、
こ
の
「
金
瓶
梅
伝
奇
」
が
紹

介
さ
れ
、

「
物
語
は
第
二
折
の
『
十
友
結
拝
』
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
で
、

や
は
り
清
代

猛
)

O 

に
通
行
し
た
第
一
奇
書
本
を
底
本
と
し
て
脚
色
し
た
も
の
ら
し
い
。
し
か
し
物
語

の
展
開
は
、
単
に
『
金
瓶
梅
』
だ
け
を
た
ど
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
全
体
の
約
三

割
か
四
割
に
わ
た
っ
て
『
水
誹
伝
』
の
人
物
が
登
場
す
る
。
(
中
略
)
全
三
十
四

折
の
う
ち
、
上
巻
第
十
一
折
の
『
金
蓮
誘
叔
』
|
潜
金
蓮
が
酒
に
か
こ
つ
け
て
武

松
を
誘
惑
し
よ
う
と
す
る
場
面
や
、
下
巻
第
一
折
か
ら
第
五
折
ま
で
の
武
松
毒
殺

か
な
り
お
も
し
ろ
く
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
あ
ま
り

と
亡
霊
出
現
の
あ
た
り
は
、

頻
繁
に
水
器
系
の
武
劇
を
挿
ん
で
場
面
を
転
換
さ
せ
る
た
め
、

ど
う
し
て
も
構
成

上
の
緊
密
な
ま
と
ま
り
と
劇
の
雰
囲
気
と
が
壊
さ
れ
、
お
手
軽
で
雑
駁
だ
と
の
印

象
を
受
け
る
。
せ
っ
か
く
『
金
瓶
梅
』
を
劇
化
し
な
が
ら
、
あ
ま
り
水
詩
劇
に
と

ら
わ
れ
て
、
ち
ぐ
は
ぐ
な
失
敗
作
に
終
っ
て
い
る
。
」
と
指
摘
し
、
ま
た
更
に
、

「
こ
の
伝
奇
は
上
下
の
二
巻
に
わ
か
れ
、
上
巻
に
十
六
折
、
下
巻
に
十
八
折
、
計

三
十
四
折
の
か
な
り
長
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
で
完
結
し
た
わ
け
で
は
な

く
、
最
後
の
第
十
八
折
『
東
京
冠
劫
』
は
梁
山
泊
の
首
領
宋
江
が
部
下
を
率
い
て

東
京
開
封
さ
し
て
攻
め
の
ぼ
る
と
こ
ろ
で
、
全
篇
の
構
成
か
ら
み
る
と
、
途
中
で

ふ
っ
と
切
れ
た
感
じ
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
第
一
折
の
『
禅
師
現
宗
』
で
普
静
禅
師

と
い
う
老
僧
が
あ
ら
わ
れ
て
こ
の
劇
の
梗
概
を
述
べ
て
い
る
の
に
よ
る
と
、
西
門

慶
急
死
後
の
西
門
一
家
の
没
落
ま
で
書
き
つ
づ
け
る
計
画
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
ま

た
下
巻
の
末
尾
に
『
金
瓶
梅
弐
巻
終
』
と
し
て
い
る
の
も
、
第
三
巻
・
第
四
巻
と

書
き
継
い
で
完
結
さ
せ
る
予
定
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
」
と
し
、
こ
の
戯

曲
も
未
完
の
戯
曲
で
、
し
か
も
「
金
瓶
梅
」
と
「
水
器
伝
」
の
な
い
ま
ぜ
劇
で
あ

っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
今
回
刊
行
さ
れ
た
両
種
の
「
金
瓶
梅
」
戯
曲
は
、
こ
れ
と
大
部
異

な
る
。
「
不
登
大
雅
甲
本
」
は
、
西
門
慶
が
李
瓶
児
と
密
通
し
、
こ
れ
を
第
六
夫



人
と
し
て
迎
え
入
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
西
門
慶
が
死
亡
す
る
と
こ
ろ
で
終

っ
て
い
て
、
終
始
一
貫
「
金
瓶
梅
」
か
ら
の
話
の
み
、
内
に
い
さ
さ
か
も
水
論
系

の
武
劇
は
挿
ま
れ
て
な
い
。
ま
た
「
不
登
大
雅
乙
本
」
も
、
播
金
蓮
が
第
六
夫
人

と
し
て
西
門
家
に
入
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
、
武
松
に
殺
さ
れ
る
ま
で
の
こ
と

が
書
か
れ
て
い
て
、
や
は
り
「
金
瓶
梅
」
か
ら
の
話
で
終
始
し
、
う
ち
に
水
瀞
系

話
柄
を
挿
ん
で
な
い
。
ま
ず
、
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
も
、
「
古
本
戯
曲
本
」
と
、

「
不
登
大
雅
甲
本
・
乙
本
」
と
は
別
の
戯
曲
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。

で
は
、
「
不
登
大
雅
甲
本
」
と
「
不
登
大
雅
乙
本
」
の
関
係
は
ど
う
で
あ
ろ
う

4
U
 

「
不
登
大
雅
甲
本
」
と
「
同
乙
本
」
と
で
は
、
ほ
ぽ
内
容
が
重
っ
て
い
る
駒
が

次
の
表
の
よ
う
に
三
ヶ
所
あ
る
。

第十酌
第 第 第
九 四
酌 酌 酌

不
登

圭私五 懐嫉 £喪m 約密 大雅 l 

本甲

L 

不
悶 吃

'露情
闘も 登

架 酸 塘 大
雅
乙
本

説
十 十 「

七 十 四 金
回 回 回 回

瓶梅
」

」 ー

※

H
は
、
内
容
が
ほ
ぼ
同
じ
、

i
は
、
内
容
が
大
体
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

試
み
に
、
「
不
登
大
雅
甲
本
」
第
三
酌
密
約
と
、
「
同
乙
本
」
の
跳
堵
の
最
初
の

部
分
を
比
較
し
て
み
る
と
、
左
の
よ
う
に
な
る
。

不
登
大
雅
甲
本

不
登
大
雅
乙
本

第
三
駒

密
約

跳
塘

文
学
部
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集
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八
九
号
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二
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年
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(
秋
薬
香
)
旦
上
未
必
璃
台
飛

下
。
謬
相
誇
閉
月
蓋
花
。
撞
郷
堪

憐
韻
堪
画
。
比
露
泡
芙
葉
未
懐
。

(
涜
渓
紗
)
映
水
芙
容
一
笑
開
。

斜
飛
宝
鴨
槻
香
眼
。
眼
波
樟
動
被

人
猪
。
一
面
風
情
深
有
韻
。
半
筆

嬬
恨
寄
幽
懐
。
月
移
花
影
約
重
来
。

奴
家
李
氏
。
生
時
有
人
送
玉
瓶

一
小
。
因
此
小
字
遂
喚
瓶
児
。
難

不
敢
説
月
貌
花
客
。
也
喜
解
些
雲

情
雨
意
。
昔
作
梁
中
書
之
妾
。
今

為
花
子
虚
之
妻
。
論
起
来
年
貌
到

世
相
当
。
只
可
恨
他
性
情
浮
浪
。

喜
得
隔
壁
西
門
官
人
生
得
風
流
俊

雅
。
週
出
尋
常
。
向
奴
屡
次
勾
挑
。

一
時
遂
成
密
約
。
温
柔
軟
款
甚
是

多
情
。
奴
家
若
嫁
得
此
人
。
便
心

満
意
足
了
。
一
向
練
在
堵
頭
往
来
。

故
此
機
関
不
露
。
這
幾
時
未
曽
相

会
。
心
中
甚
是
欝
々
。
今
早
花
郎

又
到
妓
女
家
去
了
。
正
待
乗
空
。

約
他
過
来
。
不
意
花
郎
有
幾
個
弟

占
艶
粧
扮
李
瓶
児
上

(
秋
薬
香
)
未
必
璃
台
飛
下
。
謬

相
誇
閉
月
蓋
花
。
撞
郷
堪
淋
韻
堪

画
。
比
露
泡
芙
蓉
非
偲
。

(
涜
水
詞
)
映
水
芙
蓉
一
咲
開
。

科
飛
宝
暢
槻
香
眼
。
秋
波
櫨
動
被

人
摘
。
一
面
深
情
風
有
韻
。
半
筆

矯
恨
寄
幽
懐
。
月
移
花
影
約
重
来
。

奴
家
李
氏
。
父
母
生
我
時
有
人

送
玉
瓶
一
対
。
遂
喚
瓶
児
。
錐
不

誇
月
児
花
客
。
世
解
比
一
一
雲
情
雨
意
。

昔
作
梁
中
書
之
妾
。
今
為
花
子
虚

之
妻
。
論
他
年
九
到
也
相
当
。
志

奈
他
情
性
浮
浪
湊
家
。
鄭
家
有
個

西
門
官
人
生
得
風
流
俊
雅
。
向
奴

屡
次
勾
挑
。
一
時
遂
我
密
約
。
温

柔
款
軟
甚
是
多
情
。
奴
若
嫁
得
此

人
。
一
日
便
心
満
意
足
。
以
着
迎

春
約
他
跳
堵
相
会
。
只
待
黄
昏
描

碍
為
号
。
専
等
他
来
便
了
。



北
京
大
学
図
書
館
蔵
馬
氏
不
登
大
雅
文
庫
旧
抄
戯
曲
「
金
瓶
梅
」
に
つ
い
て
の
一
所
見
(
荒
木

兄
。
為
家
財
分
受
不
均
。
東
京
告

下
状
来
。
差
人
将
他
就
従
歌
院
裡

捉
会
去
了
。
寄
信
回
来
教
我
尋
人

情
救
他
。
我
正
好
借
此
名
色
。
請

西
門
官
人
過
来
計
較
一
個
長
策
。

方
揖
叫
迎
春
将
棄
児
寡
堵
放
了
。

只
待
黄
昏
拠
碍
為
号
。
好
待
他
来

也

乙
本
で
若
干
省
か
れ
て
い
る
部
分
が
あ
っ
た
り
、

一
部
の
文
字
に
異
同
が
あ
る
も
の
の
、
こ
の
両
種
の
抄
本
は
ほ
ぽ
同
一
の
戯
曲
の

そ
れ
ぞ
れ
一
部
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
乙
本
は
甲
本
と
比
べ
て
、
例
え

ば
最
初
に
李
瓶
児
が
登
場
す
る
所
で
、
「
占
艶
粧
し
て
李
瓶
児
に
扮
し
て
登
場

す
る
」
と
い
う
風
に
往
々
登
場
す
る
役
者
の
動
作
を
指
定
し
て
い
る
。
こ
の
「
不

登
大
雅
文
庫
蔵
珍
本
戯
曲
叢
刊
」
の
第
一
冊
冒
頭
に
か
か
げ
ら
れ
た
北
京
大
学
図

書
館
館
長
の
戴
龍
氏
に
よ
る
序
に
よ
る
と
、
「
不
登
大
雅
甲
本
」
は
、
李
瓶
児
を

主
人
公
と
し
、
構
成
が
整
っ
て
い
て
曲
詞
も
典
雅
で
あ
り
卑
狼
な
と
こ
ろ
も
な
い

こ
れ
に
よ
っ
て
も
判
る
通
り
、

の
で
文
人
の
手
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
「
不
登
大
雅
乙
本
」
は
、

芸
人
が
「
不
登
大
雅
甲
本
」
を
改
編
増
飾
し
て
作
っ
た
演
出
本
で
あ
ろ
う
と
い
う

主
旨
の
こ
と
を
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
的
を
得
た
指
摘
か
と
思
わ
れ
る
。

で
は
、
中
国
芸
術
研
究
院
戯
曲
研
究
所
資
料
室
所
蔵
の
二
種
の
戯
曲
「
金
瓶

つ
ま
り
「
芸
戯
研
甲
本
」
と
「
芸
戯
研
乙
本
」
は
、
「
不
登
大
雅
本
」
と
如

梅」、
何
な
る
関
係
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

猛
)

実
は
、
筆
者
は
ま
だ
こ
の
両
種
の
戯
曲
を
見
て
い
な
い
の
で
明
確
な
こ
と
は
言

え
な
い
。
し
か
し
幸
い
な
こ
と
に
、
郭
英
徳
氏
の
「
明
清
伝
奇
綜
録
」
(
一
九
九

七
年
、
河
北
教
育
出
版
社
刊
)
巻
二
鄭
小
自
の
条
に
こ
の
「
芸
戯
研
甲
本
」
と

「
芸
戯
研
乙
本
」
そ
れ
ぞ
れ
の
駒
目
が
紹
介
さ
れ
て
あ
る
の
で
、
お
お
よ
そ
の
劇

の
筋
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
う
ち
「
芸
戯
研
乙
本
」
は
、
次
に
か
か
げ

る
よ
う
に
「
不
登
大
雅
乙
本
」
と
極
め
て
酌
日
が
似
て
い
る
。
恐
ら
く
、
同
じ
戯

曲
の
演
出
本
を
書
き
取
っ
た
別
の
一
抄
本
か
と
思
わ
れ
る
。
試
み
に
、
「
芸
戯
研

乙
本
」
と
「
不
登
大
雅
乙
本
」
の
駒
目
を
対
照
す
れ
ば
、
左
記
の
通
り
と
な
る
。

「
芸
戯
研
乙
本
」

「
不
登
大
雅
乙
本
」

納
妾

納
妾
(

n

H

)

聞
殺
(
誤
殺
)

審
問
(
出
罪
)

跳
塘
(
万
)

露
情
(
万
)

開
殺

出
罪

跳
塘

露
↑青

跳
判

跳
判
(
刀
)

華
鏡

華
鏡
(

n

H

)

解
到

托
石

奪
林

吃
酷

吃
酷
(

n

H

)

間
架

間
架
(
刀
)



殺成
捜 親

成
親
殺
捜
(
万
)

こ
れ
に
よ
っ
て
も
判
る
通
り
、
「
芸
戯
研
乙
本
」
と
「
不
登
大
雅
乙
本
」
と
の

違
い
は
、
前
者
が
後
者
よ
り
僅
か
に
「
解
到
」
「
托
石
」
「
奪
林
」
の
三
酌
多
い
だ

け
で
あ
る
。
こ
れ
は
実
際
に
見
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
が
、
駒
田
の
字
面
、
だ
け

か
ら
判
断
し
て
、
「
奪
林
」
と
は
武
松
が
流
罪
先
の
孟
州
で
施
思
の
た
の
み
を
う

け
て
快
活
林
と
い
う
施
の
縄
張
り
か
ら
蒋
門
神
を
追
い
出
し
た
「
水
器
伝
」
一
一
十

八
・
二
十
九
回
あ
た
り
の
話
を
劇
化
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
も
し
そ
う
だ
と
す

る
と
、
こ
の
「
芸
戯
研
乙
本
」
な
ら
び
に
「
不
登
大
雅
乙
本
」
は
、
ま
っ
た
く

「
金
瓶
梅
」
だ
け
で
終
始
一
貫
し
た
劇
で
は
な
く
、
う
ち
に
若
干
「
水
詩
伝
」
の

要
素
も
含
ま
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

さ
て
「
芸
戯
研
甲
本
」
は
、
郭
英
徳
氏
の
紹
介
に
よ
れ
ば
、
李
瓶
児
の
病
死
・

西
門
慶
の
死
と
呉
月
娘
の
出
産
、
春
梅
が
周
守
備
に
嫁
ぎ
、
武
松
が
金
蓮
を
殺
害
、

陳
経
済
が
妻
の
西
門
大
姐
を
自
殺
に
追
い
つ
め
、
李
嬬
児
と
孫
雪
蛾
の
相
い
継
ぐ

逃
亡
、
そ
し
て
陳
経
済
と
春
梅
の
姦
通
と
、
彼
等
が
死
に
至
る
ま
で
の
こ
と
が
劇

化
さ
れ
て
お
り
、
う
ち
に
、
「
水
誹
伝
」
中
の
武
松
に
よ
る
飛
雲
浦
や
十
字
波
で

の
活
躍
の
一
般
も
挿
入
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
し
て
酌
目
と
し
て
、
説
親
・
雪

誘
・
驚
児
・
棲
解
・
病
嘱
・
遇
赦
・
慶
指
・
転
胎
・
講
義
・
破
蒸
・
殺
捜
・
問
浦

・
改
装
・
上
山
・
逼
妻
・
控
済
・
托
行
・
盗
財
・
岳
廟
・
帰
詩
・
好
逃
・
設
計
・

嫌
松
・
訪
臭
・
重
逢
・
嬬
聴
・
金
横
の
二
十
七
酌
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
見
る
な
ら
ば
、
「
芸
戯
研
乙
本
」
や
「
不
登
大
雅
乙
本
」
が
比

較
的
に
「
金
瓶
梅
」
の
初
め
の
部
分
に
取
材
す
る
の
に
対
し
、
こ
の
「
芸
戯
研
甲

文
学
部
論
集

第
八
九
号
(
二

O
O五
年
三
月
)

本
」
は
「
金
瓶
梅
」
の
後
半
部
に
取
材
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
「
芸
戯

研
甲
本
」
が
「
芸
戯
研
乙
本
」
や
「
不
登
大
雅
乙
本
」
と
重
な
る
の
は
、
武
松
が

兄
捜
に
あ
た
る
潜
金
蓮
を
殺
す
段
と
思
わ
れ
る
「
殺
捜
」
の
酌
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
両
者
の
聞
に
何
か
関
係
が
あ
る
か
な
い
か
は
、
実
際
に
見
て
い
な
い
の
で

何
と
も
言
え
な
い
が
、
ど
ち
ら
も
二
字
の
酌
目
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ひ
ょ
っ
と
し

て
同
一
抄
本
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部
ず
つ
で
、
両
者
は
互
い
に
補
完
し
あ
う
関
係
に
あ

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
中
国
芸
術
研
究
院
所
蔵
の
二
種
の
戯
曲
「
金
瓶
梅
」
に
つ
い
て
は
、
将
来

こ
れ
を
見
る
機
会
を
得
て
か
ら
再
び
論
ず
る
こ
と
と
し
て
、
次
章
で
は
「
不
登
大

雅
甲
本
」
に
つ
い
て
、
少
し
論
じ
て
み
よ
う
と
思
う
。

「
不
登
大
雅
甲
本
」

に
つ
い
て

(
l
)
各
酌
の
梗
概

こ
の
本
の
考
察
に
入
る
に
先
だ
ち
、
論
述
の
必
要
上
、
こ
の
「
不
登
大
雅
甲

本
」
各
駒
の
梗
概
を
し
る
し
て
お
き
た
い
。

一
働
二
酌
は
、
欠
。

三
前
密
約
花
子
虚
不
在
の
時
を
ね
ら
っ
て
妻
の
李
瓶
児
が
隣
家
の
西
門
慶
と

密
会
し
、
そ
の
際
、
今
、
夫
が
兄
弟
か
ら
親
か
ら
の
財
産
の
分
与
の
件
で
役
所
に

訴
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
話
す
。
西
門
慶
は
善
処
を
約
す
。

四
酎
気
喪
花
子
虚
は
西
門
慶
の
計
ら
い
で
出
獄
し
た
も
の
の
、
財
産
の
大
部

分
が
な
く
な
っ
て
い
る
し
、
妻
の
李
瓶
児
の
自
分
に
対
す
る
態
度
の
冷
た
さ
も
手

伝
っ
て
、
遂
に
悶
死
し
て
し
ま
う
。

五
酌
檀
恩

所
は
都
の
太
師
の
禁
京
邸
。
時
は
察
京
の
誕
生
日
の
六
月
十
五
日
。



北
京
大
学
図
書
館
蔵
馬
氏
不
登
大
雅
文
庫
旧
抄
戯
曲
「
金
瓶
梅
」
に
つ
い
て
の
一
所
見
(
荒
木

こ
の
日
察
京
の
も
と
に
は
親
族
の
み
な
ら
ず
都
や
地
方
の
大
小
の
役
人
達
が
名
刺

を
も
っ
て
祝
い
に
か
け
つ
げ
太
師
邸
は
賑
い
を
極
め
る
。
そ
こ
へ
執
事
の
程
謙
が

現
わ
れ
、
太
師
に
山
東
清
河
県
の
西
門
慶
な
る
者
か
ら
誕
生
祝
い
の
品
が
届
い
た

こ
と
を
報
告
す
る
。
す
る
と
禁
太
師
は
い
た
く
喜
び
、
西
門
慶
に
は
山
東
提
刑
所

ま
た
金
品
を
届
け
た
番
頭
の
呉
典
恩
に
は
清
河
県
駅
丞
の
職

副
千
戸
の
職
位
を
、

位
を
与
え
る
。

六
酌
許
揮

西
門
慶
は
花
子
虚
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
す
ぐ
に
李
瓶
児
を
要
る
予

定
で
あ
っ
た
が
、
都
の
親
戚
筋
に
当
る
人
が
弾
劾
さ
れ
た
為
塾
居
間
門
の
身
に
あ

り
、
し
ば
ら
く
は
李
瓶
児
の
件
も
沙
汰
や
み
と
な
っ
て
い
た
。
な
に
も
知
ら
な
い

李
瓶
児
は
慎
悩
の
あ
ま
り
病
気
に
か
か
り
、
こ
れ
を
治
し
て
く
れ
た
医
者
の
蒋
竹

山
と
結
婚
し
て
し
ま
う
。

七
齢
濯
打
李
瓶
児
が
蒋
と
い
う
医
者
と
結
婚
し
た
こ
と
を
知
っ
て
怒
っ
た
西

門
慶
は
、
魯
華
と
張
勝
と
い
う
こ
人
の
や
く
ざ
を
使
っ
て
嫌
が
ら
せ
を
行
わ
せ
、

李
瓶
児
に
蒋
竹
山
と
手
を
切
ら
せ
る
。

八
酌
情
感
結
局
李
瓶
児
は
西
門
家
に
嫁
ぐ
が
、
西
門
慶
は
な
か
な
か
彼
女
を

許
そ
う
と
せ
ず
冷
た
く
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
う
ち
李
瓶
児
の
し
お
ら
し
さ
に
ほ

だ
さ
れ
彼
女
の
こ
と
を
愛
し
く
思
う
よ
う
に
な
る
。

九
働
懐
嫉
日
を
追
っ
て
西
門
慶
の
李
瓶
児
に
対
す
る
寵
愛
が
深
ま
っ
て
ゆ
く

と
、
潜
金
蓮
が
瓶
児
に
強
い
嫉
妬
心
を
懐
く
よ
う
に
な
る
。

十
酌
私
語
あ
る
日
、
李
瓶
児
が
西
門
慶
に
子
を
み
ご
も
っ
た
こ
と
を
打
ち
明

け
る
が
、
こ
の
こ
と
を
潜
金
蓮
に
盗
み
聞
か
れ
て
し
ま
う
。

十
一
酌
加
官

戻
り
西
門
慶
が
山
東
提
刑
所
副
千
戸
と
い
う
役
人
に
就
く
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を

李
瓶
児
が
男
の
子
を
出
産
す
る
。
同
じ
頃
、
都
か
ら
呉
典
恩
が

猛

四

知
ら
せ
た
の
で
、
西
門
家
は
二
重
の
喜
び
に
沸
き
た
っ
た
。
李
瓶
児
の
産
ん
だ
子

は
慶
が
役
人
に
な
っ
た
こ
と
に
因
ん
で
官
寄
と
名
付
け
ら
れ
た
。

十
二
酌
開
宴
西
門
慶
が
役
人
に
な
っ
た
こ
と
と
、
息
子
の
官
寄
が
満
一
ヶ
月

に
な
っ
た
こ
と
を
祝
っ
て
、
山
東
防
禦
使
の
周
秀
、
正
千
戸
の
夏
龍
渓
、
碑
廠
長

官
の
劉
内
相
そ
れ
に
親
友
の
応
伯
爵
ら
を
招
い
て
宴
会
を
ひ
ら
く
。

十
三
駒
留
飲
あ
る
日
、
西
門
家
に
都
か
ら
任
地
に
む
か
う
途
中
の
両
准
巡
塩

御
史
の
察
組
と
山
東
巡
按
の
宋
松
原
の
二
人
が
察
太
師
の
執
事
産
謙
の
紹
介
状
を

も
っ
て
寄
る
。
次
第
に
こ
の
よ
う
な
大
官
と
も
交
際
す
る
西
門
慶
で
あ
っ
た
。

十
四
酌
欠
。

十
五
酌
聯
姻

呉
大
男
(
西
門
慶
の
妻
呉
月
娘
の
兄
)
が
仲
人
と
な
っ
て
、
西

門
慶
の
息
子
官
寄
と
清
河
県
き
つ
て
の
金
持
喬
洪
の
娘
と
が
許
婚
の
約
束
を
す
る
。

十
六
駒
雪
夜
雪
の
夜
、
潜
金
蓮
は
空
間
を
託
つ
。
そ
し
て
西
門
慶
の
寵
愛
を

一
人
占
め
す
る
李
瓶
児
に
一
矢
報
い
る
べ
く
秘
か
に
白
獅
子
と
い
う
猫
を
囲
う
。

十
七
駒
求
栄
あ
る
日
西
門
慶
は
、
新
任
の
山
東
巡
按
を
同
僚
達
と
と
も
に
家

で
接
待
し
、
い
よ
い
よ
官
界
で
の
顔
を
広
く
す
る
。

十
八
酌
施
薬

あ
る
日
西
門
慶
は
城
外
の
永
福
寺
で
普
静
和
尚
と
名
乗
る
一
人

の
異
相
の
僧
に
出
会
っ
た
。
実
は
、
こ
の
僧
は
西
域
の
霊
僧
万
廻
で
、
こ
の
度
西

門
慶
の
煩
悩
を
断
ち
悟
り
を
聞
か
せ
る
為
に
こ
こ
で
慶
の
到
着
を
待
っ
て
い
た
の

で
あ
っ
た
。
僧
は
こ
の
時
、
求
め
ら
れ
る
ま
ま
に
精
力
増
進
の
淫
薬
を
西
門
慶
に

施
し
た
。

十
九
働
時
物
潜
金
蓮
が
日
頃
飼
っ
て
い
た
猫
が
官
寄
に
飛
び
つ
き
顔
を
引
っ

掻
い
た
為
に
、
官
寄
は
ひ
き
つ
け
を
起
こ
し
間
も
な
く
死
ぬ
。
息
子
に
先
立
た
れ

た
李
瓶
児
は
悲
し
み
の
あ
ま
り
自
ら
も
病
床
に
伏
す
身
と
な
る
。



二
十
働
陰
詠

こ
で
趣
龍
岡
と
任
後
渓
と
い
う
こ
人
の
医
者
が
よ
ば
れ
て
李
瓶
児
の
肱
を
診
る
。

趨
龍
岡
は
デ
タ
ラ
メ
な
医
者
で
、
西
門
慶
は
て
ん
で
信
用
し
な
い
。
か
く
て
任
後

李
瓶
児
の
病
状
は
日
を
追
っ
て
悪
化
す
る
一
方
で
あ
っ
た
。
そ

漢
の
見
立
て
と
薬
に
一
纏
の
望
み
を
か
け
る
。

二
十
一
働
法
遣
李
瓶
児
の
病
は
一
向
に
好
転
し
な
い
。
万
策
尽
き
た
西
門
慶

は
語
道
士
を
よ
ん
で
悪
霊
を
誠
わ
せ
る
。
す
る
と
亡
き
花
子
虚
が
李
瓶
児
に
崇
っ

て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

二
十
二
酌
死
撃
李
瓶
児
が
と
う
と
う
死
ぬ
。
一
方
都
か
ら
の
知
ら
せ
で
夏
龍

漢
は
京
官
に
栄
転
、
西
門
慶
は
正
千
戸
に
昇
進
、
呉
典
思
も
巡
検
と
な
る
。
李
瓶

児
の
死
を
悲
し
ん
で
ば
か
り
お
れ
な
い
西
門
慶
で
あ
っ
た
。

二
十
三
酌

二
十
四
酌
守
霊
李
瓶
児
の
葬
式
も
終
っ
た
あ
と
、
西
門
慶
は
亡
き
官
寄
の
乳

母
で
あ
っ
た
如
意
児
に
手
を
出
し
、
こ
れ
を
寵
愛
す
る
。

二
十
五
酌
夢
訴
あ
る
日
西
門
慶
が
昼
寝
を
し
て
い
る
と
、
夢
に
李
瓶
児
が
現

わ
れ
、
あ
の
世
で
花
子
虚
に
訴
え
ら
れ
酷
い
目
に
遭
っ
て
い
る
と
言
う
。

二
十
六
駒
憤
憶
今
や
提
刑
所
長
官
に
昇
進
し
た
西
門
慶
が
家
で
妻
妾
を
集
め

て
宴
会
す
る
が
、
楽
し
い
は
ず
の
宴
席
に
か
の
李
瓶
児
の
姿
の
な
い
の
に
西
門
慶

欠

は
大
い
に
傷
心
す
る
。

二
十
七
酌
酔
帰

あ
る
日
、
西
門
慶
は
王
六
児
(
番
頭
韓
道
国
の
女
房
一
)
を
訪

ね
一
戦
ま
じ
え
酒
を
汲
み
か
わ
し
て
帰
宅
す
る
と
、
門
前
で
武
大
と
花
子
虚
の
亡

霊
に
出
会
い
一
刻
も
早
く
冥
途
に
来
る
よ
う
誘
わ
れ
る
。
家
に
つ
く
や
待
ち
か
ま

え
て
い
た
潜
金
蓮
か
ら
党
僧
の
娼
薬
を
過
量
飲
ま
さ
れ
、

け
、
以
降
病
床
に
つ
く
身
と
な
る
。

そ
れ
で
全
身
の
力
が
抜
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二
十
八
酌
慾
喪
西
門
慶
の
病
は
一
向
に
好
転
し
な
い
。
あ
る
日
死
を
覚
悟
し

た
彼
は
枕
元
に
妻
の
呉
月
娘
を
よ
ん
で
後
事
を
托
す
。
そ
の
直
後
、
月
娘
が
急
に

産
気
づ
い
て
そ
の
場
よ
り
去
る
や
、
入
れ
換
り
に
ま
た
も
や
武
大
と
花
子
虚
の
亡

霊
が
現
わ
れ
、
慶
に
償
い
を
迫
る
。
す
る
と
い
づ
こ
と
も
な
く
一
人
の
僧
侶
が
現

わ
れ
こ
の
二
人
の
亡
者
を
追
い
払
う
。
見
れ
ば
か
つ
て
自
分
に
淫
薬
を
く
れ
た
か

の
普
静
和
尚
で
は
な
い
か
。
慶
は
和
尚
に
し
き
り
に
助
命
を
嘆
願
す
る
が
、
和
尚

は
「
こ
れ
は
貴
殿
の
こ
れ
ま
で
の
行
い
の
報
い
だ
か
ら
助
か
ら
な
い
。
こ
れ
よ
り

月
娘
の
子
供
と
し
て
生
れ
か
わ
り
、
十
五
年
後
に
岱
岳
東
峰
で
待
っ
て
い
る
か
ら
、

そ
の
時
ワ
シ
の
弟
子
と
な
る
の
だ
」
と
言
っ
て
悟
す
。
果
し
て
、
西
門
慶
が
亡
く

な
る
の
と
呉
月
娘
が
一
人
の
男
の
子
を
産
み
お
と
し
た
の
と
同
時
で
あ
っ
た
。

右
の
梗
概
を
見
て
も
判
る
通
り
、
こ
の
曲
本
は
う
ち
に
い
さ
さ
か
も
水
器
系
武

劇
を
含
ま
ず
、
「
金
瓶
梅
」
の
李
瓶
児
を
中
心
に
作
ら
れ
た
戯
曲
で
あ
る
。
李
瓶

児
が
話
の
中
心
で
あ
る
か
ど
う
か
は
読
め
ば
す
く
に
判
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の

李
瓶
児
に
戯
曲
中
「
正
日
一
」
の
脚
色
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
こ
の
こ
と

は
は
っ
き
り
す
る
。
ま
た
こ
の
曲
本
で
は
、
戯
曲
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
性
格
上
登

場
人
物
も
必
要
最
小
限
に
締
っ
て
少
な
く
し
て
い
る
。

(
2
)
基
づ
い
た
と
思
わ
れ
る
「
金
瓶
梅
」
の
版
本

で
は
、
こ
の
「
不
登
大
雅
甲
本
」
が
基
づ
い
た
「
金
瓶
梅
」
の
版
本
は
一
体

何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
金
瓶
梅
」
の
版
本
は
、
知
ら
れ
る
よ
う
に
大
き
く
言
っ
て
、
一
、
「
金
瓶
梅

調
話
」
と
題
し
、
官
頭
に
万
暦
丁
未
年
の
序
の
あ
る
「
詞
話
本
L

(

一
名
「
万
暦

五



北
京
大
学
図
書
館
蔵
馬
氏
不
登
大
雅
文
庫
旧
抄
戯
曲
「
金
瓶
梅
」
に
つ
い
て
の
一
所
見
(
荒
木

本
」
)
二
、
「
新
刻
繍
像
批
評
金
瓶
梅
」
と
題
す
る
「
輔
像
本
」
(
一
名
「
崇
禎

本
」
)
三
、
「
第
一
奇
書
」
と
題
し
、
康
照
乙
亥
年
の
序
の
あ
る
「
奇
書
本
」
(
一

名
「
康
照
本
」
)
の
三
種
類
に
分
類
さ
れ
る
。

結
論
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
「
不
登
大
雅
甲
本
」
は
こ
の
「
繍
像
本
」
な
い
し
は

「
奇
書
本
」
に
依
っ
て
作
ら
れ
た
戯
曲
と
判
断
で
き
る
。
そ
の
証
拠
を
挙
げ
る
な

ら
ば
、一

、
第
十
一
駒
冒
頭
に
か
か
げ
ら
れ
た
「
小
院
間
培
玉
繭
。
塘
隈
半
旗
蘭
芽
。

一
庭
萱
草
石
棺
花
。
多
子
宜
男
愛
挿
」
と
い
う
応
天
長
の
詞
は
、
「
輔
像
本
」
や

「
奇
書
本
」
の
第
五
十
三
回
冒
頭
に
見
え
る
詞
と
同
じ
で
あ
っ
て
、
「
詞
話
本
」

に
は
こ
の
調
は
見
え
ず
、
同
書
五
十
三
回
冒
頭
に
は
別
の
一
詩
が
の
せ
ら
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
不
登
大
雅
甲
本
」
は
、
少
な
く
と
も
「
詞
話

本
」
に
は
依
ら
ず
、
「
繍
像
本
」
か
「
奇
書
本
」
に
依
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

二
、
「
不
登
大
雅
甲
本
」
各
酌
の
題
目
の
つ
け
方
が
、
「
繍
像
本
」
な
い
し
は

「
奇
書
本
」
に
依
っ
て
い
る
こ
と
。

例
え
ば
、
第
六
酎
の
許
嫁
と
い
う
駒
目
は
、
「
繍
像
本
」
十
七
回
の
回
目
が
李

瓶
児
許
嫁
蒋
竹
山
(
「
奇
書
本
」
も
同
じ
)
な
の
に
対
し
、
「
詞
話
本
」
十
七
回
の

回
目
が
李
瓶
児
招
賛
蒋
竹
山
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
こ
れ
は
「
繍
像
本
」
か

「
奇
書
本
」
の
回
目
に
依
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
同
様
の
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、

(
下
段
の
表
参
照
)
こ
の
他
の
各
駒
は
、
「
金
瓶
梅
」
の
三
種
の
版
本
の
回
目
が

ほ
ぽ
同
じ
で
あ
る
の
で
、
判
断
の
材
料
に
は
で
き
な
い
。
た
だ
、

5
酌
の
檀
恩
の

み
が
こ
の
三
種
の
版
本
の
回
目
が
す
べ
て
異
な
る
。
ま
ず
、
「
詞
話
本
」
却
回
の

回
目
は
、
来
保
押
送
生
辰
担
で
あ
り
、
「
繍
像
本
」
初
回
の
回
目
は
、
禁
太
師
撞

猛
)

ム
ノ、
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ほ

し

い

ま

ま

あ

た

恩
錫
爵
(
察
太
師
恩
を
檀
に
し
て
爵
を
錫
う
)
な
の
に
対
し
、
「
奇
書
本
」
羽
田

の
回
目
は
「
縮
像
本
」
の
そ
れ
に
似
て
い
る
が
、
察
太
師
車
恩
錫
爵
(
察
太
師
恩

あ
た

恵
を
広
く
施
し
爵
を
錫
う
)
と
あ
っ
て
、
こ
の
う
ち
「
不
登
大
雅
甲
本
」
の
酌
目

と
符
合
す
る
の
は
「
繍
像
本
」
の
み
で
あ
る
。
こ
の
一
例
の
み
を
以
っ
て
軽
々
し



く
判
断
は
で
き
な
い
が
、
「
不
登
大
雅
甲
本
」
の
酌
目
の
す
べ
て
が
「
繍
像
本
」

の
回
目
に
符
号
す
る
の
で
、
「
不
登
大
雅
甲
本
」
が
依
っ
た
「
金
瓶
梅
」
の
版
本

は
、
あ
る
い
は
「
奇
書
本
」
で
は
な
く
「
鱒
像
本
」
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

少
な
く
と
も
「
詞
話
本
」
で
は
な
い
。

(
3
)
欠
け
た
酎
目
と
そ
の
内
容
の
推
測

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
「
不
登
大
雅
文
庫
」
蔵
戯
曲
「
金
瓶
梅
」
は
、

甲
本
も
乙
本
も
と
も
に
残
欠
本
で
あ
る
。
「
不
登
大
雅
甲
本
」
に
つ
い
て
見
る
な

ら
ば
、
第
一
・
第
二
・
第
十
四
そ
れ
に
第
二
十
三
の
都
合
四
齢
が
欠
け
て
い
る
。

そ
れ
で
次
に
、
こ
の
欠
け
て
い
る
各
酌
の
内
容
と
働
目
を
推
測
し
て
み
た
い
。

ま
ず
三
前
で
、
西
門
慶
が
李
瓶
児
に
「
我
前
日
被
武
二
追
尋
吃
那
一
驚
不
小
。

費
了
無
限
打
点
。
昨
日
才
把
他
刺
配
孟
州
去
了
」
(
俺
は
先
日
武
松
の
や
つ
に
追

わ
れ
て
大
層
ピ
ッ
ク
リ
し
た
が
、
し
こ
た
ま
役
所
に
賄
賂
を
使
っ
て
昨
日
ょ
う
や

く
ヤ
ツ
を
孟
州
に
追
放
と
い
う
こ
と
に
し
た
よ
)

と
言
っ
て
い
た
り
、

ま
た
李
瓶

児
が
西
門
慶
に
「
官
人
連
日
少
見
。
聞
得
要
了
新
人
。
把
奴
家
就
撤
下
不
理
了
。

(
中
略
)
官
人
新
妻
這
位
娘
子
、
一
定
是
美
貌
的
。
奴
家
時
常
聴
見
。
他
的
声
音

甚
是
嬬
娼
得
緊
。
(
中
略
)
他
姓
甚
医
。
可
有
小
字
麿
。
是
官
人
第
凡
房
」

(
E那

さ
ん
お
久
し
ぶ
り
、
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
新
し
い
お
妾
さ
ん
を
も
ら
っ
た
っ
て

い
う
じ
ゃ
な
い
の
。
私
の
こ
と
な
ぞ
す
っ
か
り
お
見
限
り
だ
っ
た
の
ね
。
(
中

略
)
日
一
那
さ
ん
が
要
ら
れ
た
こ
の
方
は
、

き
っ
と
お
締
麗
な
方
な
の
で
し
ょ
う
ね
。

私
は
い
つ
も
聞
い
て
ま
す
よ
。
そ
の
方
の
お
声
が
と
っ
て
も
艶
か
し
い
っ
て

(中

略
)
そ
の
方
の
お
名
前
は
な
ん
と
お
っ
し
ゃ
る
の
。
日
一
那
さ
ん
の
何
番
目
の
奥
さ

と
言
う
の
に
対
し
、
西
門
慶
は
「
前
日
偶
然
高
興
要
了
。
雄
然
不
叫
醜

ん
な
の
)

文
学
部
論
集

第
八
九
号
(
二

O
O五
年
三
月
)

匝
。
那
里
及
得
二
捜
這
段
風
流
標
致
。
(
中
略
)
他
姓
潜
名
字
叫
作
金
蓮
。
如
今

家
中
排
他
倣
第
五
房
。
(
先
日
偶
然
興
が
わ
い
て
要
っ
た
の
だ
が
、
器
量
は
悪
い

わ
け
で
は
な
い
が
、
と
て
も
奥
さ
ん
の
よ
う
な
風
流
で
お
美
し
い
の
に
は
及
び
ま

せ
ん
よ
。
(
中
略
)
姓
は
語
、
名
を
金
蓮
と
い
っ
て
、
今
家
で
は
五
番
目
で
す
)

と
答
え
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
し
て
、
失
わ
れ
た
第
一
酌
は
、
た
ぶ
ん
西
門
慶
が

武
大
の
妻
金
蓮
を
要
る
内
容
だ
っ
た
と
思
わ
れ
、
「
金
瓶
梅
」
の
九
回
の
内
容
に

相
当
す
る
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
「
繍
像
本
」
の
回
目
を
利
用
し
て

第
一
の
駒
目
を
推
測
す
れ
ば
、
た
ぶ
ん
「
倫
婆
」
と
な
ろ
う
。
第
二
酎
の
内
容
は
、

武
松
が
都
よ
り
一
民
り
兄
武
大
が
西
門
慶
と
金
蓮
に
よ
っ
て
毒
殺
さ
れ
た
こ
と
を
知

っ
て
復
讐
を
計
る
が
、
誤
っ
て
李
外
伝
を
殺
し
て
し
ま
う
内
容
だ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
「
繍
像
本
」
九
回
の
回
目
か
ら
推
察
し
て
、
第
二

前
の
駒
目
は
「
誤
打
」
の
ご
字
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
第
十
四
酌
は
、

そ
の
直

前
の
第
十
三
酌
が
「
金
瓶
梅
」
三
十
六
回
の
内
容
で
、
第
十
六
酌
が
「
金
瓶
梅
」

三
十
八
回
の
内
容
に
相
当
す
る
の
で
、
こ
の
前
は
、
こ
の
間
の
「
金
瓶
梅
」
三
十

七
回
の
内
容
つ
ま
り
西
門
慶
が
番
頭
韓
道
国
の
女
房
王
六
児
と
通
じ
る
段
と
思
わ

れ
る
。
す
で
に
梗
概
に
お
い
て
も
見
た
よ
う
に
、
こ
の
劇
の
お
し
ま
い
の
方
の
第

二
十
七
酌
に
王
六
児
の
名
前
が
出
て
く
る
の
で
、
や
は
り
こ
の
酎
あ
た
り
で
彼
女

が
登
場
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
こ
の
酌
の
酌
目
は
さ
し
ず
め
「
包

占
」
か
と
推
測
さ
れ
る
。
で
は
二
十
三
酌
の
内
容
は
ど
う
だ
つ
た
の
だ
ろ
う
。
こ

れ
も
前
後
か
ら
推
測
し
て
み
る
。
ま
ず
前
の
二
十
二
酌
で
は
李
瓶
児
の
死
が
あ
り
、

こ
の
あ
と
の
二
十
四
酌
で
は
西
門
慶
が
故
官
寄
の
乳
母
知
意
児
に
手
を
出
す
場
面

で
あ
る
の
で
、
こ
の
酌
の
内
容
は
、
西
門
慶
が
芝
居
を
見
て
李
瓶
児
を
憶
い
出
し

落
涙
す
る
一
段
だ
っ
た
か
と
推
察
さ
れ
る
。
も
し
そ
う
だ
と
し
た
ら
、
こ
の
第
二

七



北
京
大
学
図
書
館
蔵
馬
氏
不
登
大
雅
文
庫
旧
抄
戯
曲
「
金
瓶
梅
」
に
つ
い
て
の
一
所
見
(
荒
木

十
三
酌
の
酌
目
は
さ
し
ず
め
「
観
戯
」
で
あ
っ
た
ろ
う
。

(
4
)
筋
展
開
上
に
見
ら
れ
る
工
夫

こ
の
戯
曲
の
話
の
展
開
は
、
西
門
慶
が
李
瓶
児
を
手
に
入
れ
そ
の
夫
の
花
子
虚

を
死
に
追
い
や
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
、
李
瓶
児
の
出
産
と
そ
の
子
の
死
亡
、
つ

づ
い
て
李
瓶
児
自
身
の
病
死
、
最
後
は
西
門
慶
自
ら
が
娼
薬
多
量
服
用
に
よ
り
落

命
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
結
ぼ
れ
て
い
る
。
登
場
人
物
は
最
低
限
に
絞
り
こ
み
、

西
門
慶
の
第
二
夫
人
の
李
婿
児
、
第
三
夫
人
の
孟
玉
楼
、
第
四
夫
人
の
孫
雪
蛾
な

ど
は
登
場
し
な
い
。
ま
た
西
門
慶
の
取
り
巻
き
の
遊
び
仲
間
は
、
応
伯
爵
と
呉
典

恩
の
二
人
が
登
場
す
る
だ
け
で
、
謝
希
大
以
下
の
八
人
の
取
り
巻
き
は
登
場
し
な

い
。
さ
ら
に
、
「
金
瓶
梅
」
後
半
部
に
お
い
て
活
躍
著
し
い
娘
婿
の
陳
経
済
も
登

場
し
な
い
。
ま
た
筋
立
て
も
、
直
接
李
瓶
児
と
関
係
の
な
い
も
の
は
一
切
省
き
、

西
門
慶
が
下
男
来
旺
の
妻
の
宋
恵
蓮
に
手
を
出
し
彼
女
を
自
殺
に
追
い
込
ん
だ
こ

と
や
、
賄
賂
を
得
て
主
人
殺
し
の
苗
青
を
無
罪
放
免
と
し
て
釈
放
し
た
こ
と
な
ど

は
、
一
切
劇
の
筋
に
と
り
こ
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
の
「
不
登
大
雅
甲
本
」
は
、
い

わ
ば
西
門
慶
と
李
瓶
児
を
中
心
と
し
た
内
容
に
限
定
し
た
引
き
締
っ
た
劇
と
い
え

る
。
し
か
し
、
こ
の
劇
が
い
か
に
も
引
き
締
っ
て
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
単
に
登
場

人
物
や
筋
立
て
を
最
低
限
に
限
定
し
た
こ
と
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
主
に
次
の
理

由
か
ら
で
あ
ろ
う
。

第
十
八
駒
と
最
後
の
第
二
十
八
働
に
普
静
と
い
う
和
尚
が
登
場
す
る
が
、
こ
れ

が
こ
の
劇
を
引
き
締
め
る
の
に
大
き
な
役
割
を
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
す
で
に

梗
概
で
も
見
た
よ
う
に
、
こ
の
僧
は
も
と
も
と
イ
ン
ド
出
身
の
万
廻
と
い
う
霊
僧

で
、
永
福
寺
に
立
ち
寄
り
西
門
慶
を
悟
り
に
導
く
為
に
そ
こ
で
彼
を
待
ち
、
ゃ
っ

猛
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て
来
た
慶
に
求
め
ら
れ
る
ま
ま
に
淫
薬
を
与
え
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
の
酌
で
は
、

潜
金
蓮
に
多
量
の
淫
薬
を
飲
ま
さ
れ
瀕
死
の
状
態
の
酉
門
慶
の
前
に
再
び
現
わ
れ
、

因
果
を
諭
し
、
慶
は
呉
月
娘
の
産
む
男
の
子
と
し
て
生
れ
変
わ
り
、
十
五
年
後
に

師
弟
と
し
て
再
会
し
よ
う
と
彼
に
印
導
を
渡
す
。

さ
て
こ
の
普
静
和
尚
は
小
説
「
金
瓶
梅
」
を
見
る
と
、
小
説
中
の
付
四
十
九
回

に
見
え
る
究
僧
、
∞
五
十
七
回
の
万
廻
老
師
、
同
同
じ
く
五
十
七
回
の
道
長
老
、

倒
八
十
四
回
の
雪
洞
禅
師
、
以
上
回
人
の
僧
を
上
手
に
併
せ
て
一
人
の
人
物
に
創

り
上
げ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

お
も
し
ろ
い
こ
と
に
、
こ
の
小
説
中
の
四
人

の
僧
は
、
す
べ
て
永
福
寺
に
関
係
し
て
い
る
。

ま
ず
け
の
四
十
九
回
に
見
え
る
党
僧
だ
が
、
彼
は
旅
の
僧
で
、
逗
留
し
て
い
た

永
福
寺
で
西
門
慶
に
偶
然
遇
い
慶
に
淫
薬
を
与
え
て
い
る
。
彼
は
戯
曲
中
の
普
静

と
異
な
り
、
西
門
慶
に
何
か
悟
り
を
聞
か
せ
る
為
に
こ
の
薬
を
与
え
た
の
で
は
な

く
、
た
だ
求
め
ら
れ
る
ま
ま
に
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
後
こ
の
党

僧
は
小
説
中
に
二
度
と
登
場
す
る
こ
と
も
な
い
謎
の
人
物
で
あ
る
。

つ
ま
り
小
説

で
は
謎
の
党
僧
に
よ
る
気
ま
ま
な
行
為
に
よ
っ
て
、

い
わ
ば
こ
の
小
説
の
主
役
が

落
命
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
深
刻
な
結
末
を
招
来
し
た
こ
と
に
し
て
い
る
。
ま

た
、
こ
の
党
僧
は
こ
こ
に
一
度
だ
け
し
か
登
場
し
な
い
の
で
、
読
者
に
と
っ
て
印

象
の
薄
い
登
場
人
物
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
否
め
な
い
。

り
の
五
十
七
回
に
見
え
る
万
廻
老
師
は
南
北
朝
梁
の
武
帝
の
噴
の
人
で
、
こ
の

永
福
寺
を
聞
い
た
開
山
の
老
師
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
戯

曲
で
は
、
西
門
慶
と
同
時
代
の
北
宋
末
の
人
で
普
静
和
尚
の
別
称
と
い
う
こ
と
に

し
て
い
る
。

同
同
じ
く
五
十
七
回
に
見
え
る
道
長
老
と
い
う
の
は
、
永
福
寺
の
住
持
で
あ
る
。



彼
は
元
来
イ
ン
ド
出
身
の
僧
で
、
行
脚
し
て
こ
の
寺
に
来
た
が
寺
の
あ
ま
り
の
荒

れ
模
様
を
見
て
こ
れ
を
建
て
直
し
た
い
と
志
す
。
そ
し
て
そ
の
再
建
の
為
に
、
彼

は
お
金
と
政
治
力
の
あ
る
西
門
慶
に
接
近
す
る
と
ゅ
う
ふ
う
に
書
か
れ
で
あ
る
。

戯
曲
中
の
普
静
は
、
こ
の
道
長
老
よ
り
イ
ン
ド
出
身
の
行
脚
僧
と
い
う
要
素
の
み

う
け
つ
い
で
い
る
。

と
こ
ろ
で
知
ら
れ
る
通
り
、
現
存
す
る
「
金
瓶
梅
」
の
五
十
三
回
か
ら
五
十
七

固
ま
で
は
明
ら
か
に
原
作
と
は
異
な
り
別
人
が
補
っ
た
部
分
と
さ
れ
る
。
こ
の
道

長
老
も
、
別
の
回
の
四
十
九
回
・
六
十
五
回
・
八
十
九
回
で
は
道
堅
長
老
と
な
っ

て
お
り
、
名
前
が
す
こ
し
違
う
。

同
お
し
ま
い
は
八
十
四
回
に
見
え
る
雪
洞
禅
師
で
あ
る
。
こ
の
人
の
別
称
は
普

静
な
の
で
、
戯
曲
の
普
静
和
尚
は
直
接
的
に
は
こ
の
雪
洞
禅
師
を
う
け
つ
い
で
い

る
。
八
十
四
回
で
泰
山
に
お
参
り
に
来
た
呉
月
娘
が
土
地
の
な
ら
ず
者
に
追
わ
れ

そ
の
際
十
五
年
後
に
息
子
の
孝
寄
を
和
尚
の
弟
子
と
し

て
い
る
と
こ
ろ
を
助
け
、

て
き
し
出
す
こ
と
を
月
娘
に
約
束
さ
せ
る
。
百
回
で
、
金
の
侵
攻
に
よ
り
清
河
県

か
ら
逃
げ
去
ろ
う
と
す
る
呉
月
娘
ら
の
前
に
再
び
現
わ
れ
、

一
緒
に
泊
っ
た
永
福

寺
で
、
月
娘
に
む
か
つ
て
彼
女
ら
が
こ
れ
か
ら
頼
っ
て
ゆ
こ
う
と
す
る
雪
離
守
は

ま
た
孝
豆
町
こ
そ
西
門
慶
の
生
れ
変
り
で

決
し
て
頼
る
べ
き
相
手
で
は
な
い
こ
と
、

あ
る
こ
と
な
ど
を
夢
や
幻
覚
を
使
っ
て
諭
し
、
遂
に
孝
豆
町
の
出
家
に
同
意
さ
せ
る
。

小
説
「
金
瓶
梅
」
で
は
以
上
の
付
党
僧

ω万
廻
老
師
同
道
長
老
帥
普
静
和
尚
の

四
人
の
僧
を
そ
れ
ぞ
れ
バ
ラ
バ
ラ
に
何
の
つ
な
が
り
も
も
た
せ
ず
に
登
場
さ
せ
て

い
る
が
、
こ
の
戯
曲
に
お
い
て
は
、
特
に
付
の
党
僧
が
即
倒
の
普
静
和
尚
だ
と
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
役
割
を
単
純
明
快
な
も
の
に
し
た
。
つ
ま
り
、
自
ら
の
荒

淫
と
友
人
に
対
す
る
背
徳
と
に
よ
っ
て
死
と
い
う
報
い
を
受
け
る
の
だ
と
い
う
因

文
学
部
論
集

第
八
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(
二

O
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果
を
西
門
慶
に
し
っ
か
り
悟
ら
し
め
る
役
割
で
あ
る
。
ま
た
普
静
に
こ
の
よ
う
な

役
割
を
持
た
せ
た
こ
と
に
よ
っ
て
彼
は
印
象
深
い
人
間
と
な
っ
た
。
戯
曲
そ
の
も

の
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
シ
ン
プ
ル
で
締
り
が
あ
り
か
つ
わ
か
り
や
す
い
筋
立
て
に

な
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

(
5
)
作
者
に
つ
い
て

で
は
、
こ
の
「
不
登
大
雅
甲
本
」
の
作
者
は
誰
で
あ
ろ
う
か
。
す
で
に
見
た
よ

う
に
、
「
不
登
大
雅
乙
本
」
は
「
不
登
大
雅
甲
本
」
の
演
出
本
と
見
ら
れ
、
「
芸
戯

研
乙
本
」
は
「
不
登
大
雅
乙
本
」
と
同
じ
戯
曲
の
演
出
本
を
書
き
と
っ
た
別
の
一

抄
本
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
芸
戯
研
甲
本
」
は
「
不
登
大
雅
乙
本
」
や
「
芸
戯

研
乙
本
」
と
元
は
同
じ
戯
曲
の
一
部
で
、
前
者
は
主
に
後
半
部
を
書
き
と
っ
た
も

の
な
の
に
対
し
、
後
者
は
前
半
部
の
一
部
を
書
き
と
っ
た
も
の
で
、
両
者
は
互
い

に
補
完
し
あ
う
関
係
に
あ
る
と
見
ら
れ
る
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
要
す
る

に
、
以
上
の
四
本
の
戯
曲
抄
本
は
同
一
の
グ
ル
ー
プ
に
属
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ

る
。
実
際
こ
の
四
本
の
戯
曲
す
べ
て
そ
の
駒
田
が
二
字
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る

の
に
対
し
て
「
古
本
戯
曲
本
」
の
各
酌
目
は
す
べ
て
四
字
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
こ
の
「
古
本
戯
曲
本
」
は
さ
き
の
四
本
の
戯
曲
と
す
で
に
体
裁

の
点
で
異
な
っ
て
い
る
が
、
更
に
内
容
的
に
も
、
前
四
本
と
り
わ
け
「
芸
戯
研
」

の
二
本
は
単
に
「
金
瓶
梅
」
か
ら
だ
け
で
な
く
、
う
ち
に
「
水
潜
伝
」
か
ら
の
話

を
挿
入
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
飛
雲
浦
と
か
十

字
披
と
い
っ
た
武
松
物
語
の
範
囲
内
の
こ
と
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
の
「
古
本
戯

曲
本
」
の
方
は
、
う
ち
に
百
二
十
回
「
水
瀞
伝
」
の
中
の
田
虎
征
伐
の
話
や
、
仇

申
の
娘
の
漫
英
と
つ
ぶ
て
の
名
人
の
張
清
の
話
が
織
り
込
ま
れ
て
お
り
、
軽
々
に

九



北
京
大
学
図
書
館
蔵
馬
氏
不
登
大
雅
文
庫
旧
抄
戯
曲
「
金
瓶
梅
」
に
つ
い
て
の
一
所
見
(
荒
木

断
定
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
こ
の
両
者
の
作
者
は
別
人
で
あ
る
可

能
性
が
大
い
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
従
来
「
古
本
戯
曲
本
」
の
作
者
を
呉
県
の
鄭
小
白
だ
と
さ
れ
て
き
た
。

荘
一
揖
「
古
本
戯
曲
存
目
葉
考
」
巻
十
一
鄭
小
白
の
条
に
は
、

侠
其
名
、
江
蘇
江
都
人
。
「
金
瓶
梅
」
、
「
曲
録
」
著
録
。
紗
本
。
「
古
本
戯
曲
叢

刊
三
集
」
本
。
(
中
略
)
凡
二
巻
三
十
四
働
。
演
「
水
器
伝
」
。
以
西
門
慶
・
潜
金

蓮
為
関
目
。
中
間
挿
入
張
青
・
瑳
英
以
及
田
虎
事
。
と
あ
る
。

ま
た
、
郭
英
徳
「
明
清
伝
奇
綜
録
」
巻
三
の
鄭
小
白
の
条
に
よ
れ
ば
、

鄭
小
白
、
江
都
(
今
属
江
蘇
)
人
。
生
年
不
詳
。
所
撰
伝
奇
二
種
、
「
金
瓶

梅
」
今
存
、
「
金
圧
瓶
記
」
巳
供
。
(
中
略
)
、
「
金
瓶
梅
」
、
「
伝
奇
業
考
標
目
」
著

録
。
現
存
旧
抄
本
。
首
巻
前
半
巻
・
二
巻
後
半
巻
、
鄭
振
鐸
旧
蔵
。
首
巻
後
半
巻

・
二
巻
前
半
巻
、
侍
惜
華
旧
蔵
。
而
款
式
・
字
体
悉
同
、
原
当
為
一
本
。
「
古
本

戯
曲
叢
刊
三
集
」
合
而
影
印
之
。
凡
二
巻
三
十
四
出
。
と
あ
る
。

ま
た
、
「
北
京
図
書
館
古
籍
善
本
書
目
」
で
は
、
「
金
瓶
梅
」
一
一
巻
、
清
・
鄭
小

白
撰
。
二
冊
、
八
行
二
十
八
字
無
格
と
見
え
る
。

今
、
「
古
本
戯
曲
本
」
を
見
る
と
、
正
に
八
行
二
十
八
字
な
の
で
、
こ
の
北
京

図
書
館
蔵
の
戯
曲
「
金
瓶
梅
」
は
、
「
古
本
戯
曲
本
」
と
同
一
の
も
の
と
思
わ
れ

る
以
上
を
見
て
も
判
る
通
り
、
荘
一
梯
氏
や
郭
英
徳
氏
な
ら
び
に
北
京
図
書
館
は
、

い
ず
れ
も
「
古
本
戯
曲
本
」
の
作
者
を
鄭
小
白
と
判
断
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

だ
が
、
筆
者
が
大
い
に
疑
う
の
は
何
故
そ
の
よ
う
に
断
定
で
き
る
か
で
あ
る
。

第
一
、
「
古
本
戯
曲
本
」
の
ど
こ
を
見
て
も
作
者
鄭
小
白
と
は
記
し
て
な
い
。
そ

も
そ
も
、
生
没
年
を
始
め
と
し
て
そ
の
生
涯
は
皆
目
不
明
の
鄭
小
白
な
る
人
に
戯

猛
)
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曲
「
金
瓶
梅
」
と
い
う
作
品
が
あ
る
と
今
に
伝
え
る
の
は
、
清
・
無
名
氏
の
「
伝

奇
葉
考
標
目
」
に

鄭
小
白
、
未
著
其
名
、
呉
県
人
。
「
金
瓶
梅
」
。

と
書
か
れ
で
あ
る
の
み
で
、
こ
れ
が
二
巻
三
十
四
出
の
も
の
だ
と
も
ど
こ
に
も
書

い
て
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
同
書
の
注
と
し
て
、
こ
の
「
伝
奇
嚢
考
標
目
」
別
本

鄭
小
白
(
江
都
人
)
補
、
「
金
圧
瓶
記
」
明
刊
本
二
冊
。
見
李
氏
「
海
澄
楼
書

円口」。
と
あ
る
の
み
な
の
で
あ
る
。

す
で
に
今
、
不
登
大
雅
文
庫
蔵
の
戯
曲
「
金
瓶
梅
」
も
広
く
世
人
の
日
に
と
ま

る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
、
こ
の
「
不
登
大
雅
本
」
そ
れ
も
特
に
「
不
登
大
雅
甲

本
」
の
作
者
が
鄭
小
'
目
だ
っ
た
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

と
は
言
え
、
今
の
所
「
不
登
大
雅
甲
本
」
の
作
者
が
鄭
小
白
で
あ
る
と
い
う
確
た

る
証
拠
は
ど
こ
に
も
な
い
の
で
、
こ
の
詮
索
は
し
ば
ら
く
お
く
こ
と
と
す
る
。

さ
て
、
こ
の
鄭
小
白
は
呉
県
な
い
し
江
都
の
人
と
い
う
だ
け
で
他
の
こ
と
は
一

切
不
明
で
あ
る
。
か
つ
て
津
田
瑞
穂
氏
が
、
清
の
食
蚊
の
「
夢
「
雑
著
」
巻
二
に

見
え
る
鄭
少
白
伝
を
と
り
あ
げ
ら
れ
、
小
白
と
少
白
の
一
画
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、

あ
る
い
は
こ
の
人
で
は
な
か
ろ
う
か
と
さ
れ
た
。
こ
の
「
鄭
少
白
伝
」
に
よ
れ
ば
、

こ
の
人
の
本
名
は
鄭
現
、
字
は
睦
堂
、
号
は
少
白
。
紹
典
府
粛
山
県
の
人
で
、
幼

少
よ
り
伯
父
に
育
て
ら
れ
、
そ
の
伯
父
が
山
西
介
休
県
県
令
に
な
る
と
そ
の
伯
父

の
下
で
会
計
事
務
に
従
事
し
た
と
あ
る
。

さ
て
問
題
は
、
こ
の
鄭
現
と
い
う
人
は
本
当
に
「
伝
奇
嚢
考
標
目
」
に
見
え
る

戯
曲
「
金
瓶
梅
」
の
作
者
鄭
小
白
な
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
伝
奇



晶
某
考
標
目
」
に
見
え
る
鄭
小
白
は
呉
県
の
人
と
い
う
か
ら
今
の
蘇
州
の
人
で
あ
る
。

そ
の
別
本
に
江
都
の
人
と
あ
る
の
で
、
そ
れ
な
ら
楊
州
近
郊
の
人
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
こ
の
鄭
現
は
粛
山
の
人
と
い
う
か
ら
に
は
杭
州
近
郊
の
人
で
あ
る
。
一
は

蘇
州
、
一
は
楊
州
近
郊
、
ま
た
一
は
杭
州
近
郊
と
違
う
と
言
え
ば
違
う
が
、
広
い

中
国
か
ら
す
れ
ば
、
あ
ま
り
違
わ
ぬ
同
じ
蘇
杭
の
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の

点
で
鄭
現
は
鄭
小
白
か
と
も
思
え
る
が
、

で
は
、
こ
の
鄭
現
が
い
つ
頃
の
人
か
と

い
う
こ
と
が
問
題
で
あ
ろ
う
。

の
「
鄭
少
白
伝
」
を
更
に
見
る
と
、
こ
の
人
は
伯
父
の
下

で
会
計
事
務
を
し
て
い
た
が
そ
れ
が
嫌
で
た
ま
ら
ず
、
会
稽
の
梁
階
平
と
い
う
人

に
師
事
し
て
科
挙
を
め
ざ
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
こ
の
鄭

こ
の
「
夢
「
雑
著
」

現
が
い
つ
頃
の
人
か
を
定
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
梁
階
平
と
い
う
人
が
有
力

な
手
掛
り
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
調
査
の
結
果
、
梁
階
平
は
梁
国
治
の
こ
と
で
、

「
清
史
稿
」
巻
三
百
二
十
梁
国
治
伝
に
依
れ
ば
、
乾
隆
十
三
年
の
進
士
、
乾
隆
五

十
年
に
戸
部
尚
書
ま
で
な
り
、
そ
の
翌
年
の
乾
隆
五
十
一
年
に
卒
し
た
こ
と
が
判

と
す
れ
ば
、
こ
の
梁
国
治
は
ほ
ぼ
乾
隆
年
間

(
1
7
3
6
1
1
7
9
6
)

っ
た
。

の
人
と
言
え
る
。
通
常
の
観
念
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
梁
国
治
に
師
事
し
た
鄭
少
白

は
梁
国
治
よ
り
若
い
は
ず
だ
が
、

そ
れ
で
も
、
も
し
仮
に
鄭
少
白
は
梁
国
治
と
同

年
齢
だ
っ
た
と
仮
定
し
よ
う
。
さ
て
、
こ
の
鄭
少
白
が
、
鄭
小
白
と
同
一
人
物
な

ら
ば
、
彼
に
は
別
に
「
金
圧
瓶
記
」
と
い
う
戯
曲
が
あ
り
、
そ
の
明
刊
本
も
か
つ

て
は
あ
っ
た
と
い
う
。
惜
し
い
こ
と
に
今
こ
の
明
刊
本
は
残
つ
て
な
い
が
、
も
し

鄭
少
白
が
明
最
後
の
年
の
一
六
四
四
年
に
二
十
才
の
齢
で
こ
の
「
金
圧
瓶
記
」
を

そ
の
彼
が
乾
隆
元
年
の
一
七
三
六
年
に
は
す
で
に
百
十
二

出
版
し
た
と
す
れ
ば
、

才
に
な
る
計
算
と
な
る
。

つ
ま
り
こ
れ
は
あ
り
得
な
い
話
で
、
残
念
な
が
ら
「
夢

文
学
部
論
集

第
八
九
号
(
二

O
O五
年
三
月
)

「
雑
著
」
に
見
え
る
鄭
現
が
戯
曲
「
金
瓶
梅
」
の
作
者
鄭
小
白
で
あ
る
可
能
性
は

極
め
て
低
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ま
と
め

「
明
清
伝
奇
綜
録
」

の
著
者
郭
英
徳
氏
も
、
鄭
小
白
に
今
は
供
し
た
が
「
金
圧

瓶
記
」
と
い
う
明
刻
本
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
の
人
は
明
末
清
初
の
人

で
な
か
っ
た
か
と
し
、
明
の
天
啓
元
年
か
ら
清
の
順
治
八
年
ま
で
の
伝
奇
勃
興
期

(
下
)
の
中
に
入
れ
て
彼
を
紹
介
し
て
い
る
。

こ
こ
で
も
し
筆
者
の
大
胆
な
仮
説
を
申
す
な
ら
ば
、
こ
の
明
末
清
初
に
生
き
た

蘇
杭
の
人
鄭
小
白
は
、
恐
ら
く
崇
禎
末
年
杭
州
で
出
版
さ
れ
た
「
繍
像
本
金
瓶

梅
」
を
墓
に
し
て
一
篇
の
戯
曲
を
書
き
あ
げ
た
。
そ
れ
が
今
に
残
る
「
不
登
大
雅

甲
本
」
で
あ
り
、
「
不
登
大
雅
乙
本
」
や
「
芸
戯
研
甲
・
乙
本
」
は
い
ず
れ
も
そ

の
演
出
本
だ
っ
た
。
だ
が
、
既
刊
の
「
古
本
戯
曲
本
」
の
作
者
は
恐
ら
く
別
の
人

で
あ
ろ
う
と
い
う
も
の
だ
が
、

に
す
ぎ
な
い
。

い
か
ん
せ
ん
、
す
べ
て
は
ま
だ
証
拠
不
足
で
仮
説

い
ず
れ
将
来
新
し
い
材
料
の
発
見
に
よ
り
根
拠
を
得
て
、
以
上
の

仮
説
を
実
証
し
た
い
も
の
と
念
じ
て
い
る
。

〔注〕
(
l
)
津
田
瑞
穂
著
「
宋
明
清
小
説
叢
考
」
一
九
八
二
年
、
研
文
出
版
社
刊
所
収
。

(
2
)
「
不
登
大
雅
乙
本
」
は
、
目
次
の
題
目
と
実
際
の
題
目
が
異
な
っ
て
い
る
働
が
あ

る
。
カ
ツ
コ
内
は
実
際
の
題
目
を
示
す
。

(
3
)
唐
の
高
祖
朝
か
ら
玄
宗
朝
に
か
け
て
活
躍
し
た
高
僧
。
彼
に
関
す
る
不
思
議
な
逸

話
は
、
長
く
仏
教
徒
の
聞
で
語
り
つ
が
れ
て
き
た
。
そ
の
逸
話
の
大
半
は
、
「
太

平
広
記
」
巻
九
十
二
に
見
え
る
。

四



北
京
大
学
図
書
館
蔵
馬
氏
不
登
大
雅
文
庫
旧
抄
戯
曲
「
金
瓶
梅
」
に
つ
い
て
の
一
所
見
(
荒
木

一
九
八
二
年
上
海
古
籍
出
版
社
刊
、
中
冊

(
4
)
荘
一
梯
編
著
「
古
典
戯
曲
存
目
嚢
考
」

一
二
四
九
頁
。

(
5
)
郭
英
徳
編
著
「
明
清
伝
奇
綜
録
」
一
九
九
七
年
河
北
教
育
出
版
社
刊
、
上
冊
四
七

三
・
四
七
四
頁
。

(
6
)
北
京
図
書
館
編
「
北
京
図
書
館
古
籍
善
本
書
目
」
一
九
八
七
年
書
目
文
献
出
版
社

刊
、
集
部
三
千
八
十
頁
。

(
7
)
「
中
国
古
典
戯
曲
論
著
集
成
」
(
一
九
八

O
年
中
国
戯
劇
出
版
社
刊
)
第
七
冊
所
収
。

(
8
)
王
国
維
「
曲
録
」
に
、
「
金
瓶
梅
」
一
本
、
国
朝
鄭
小
白
撰
、
小
白
侠
其
名
、
江

都
人
。
と
あ
っ
て
、
こ
れ
を
「
伝
奇
葉
考
」
か
ら
引
用
し
た
と
見
え
る
。
し
か
し
、

今
こ
れ
を
一
九
一
四
年
古
今
書
室
刊
石
印
本
「
伝
奇
業
考
」
八
巻
を
調
べ
る
が
、

ど
こ
を
き
が
し
て
も
出
て
こ
な
い
。
青
木
正
児
「
支
那
近
世
戯
曲
史
」
附
録
曲
学

書
目
挙
要
の
「
伝
奇
葉
考
」
の
備
考
を
見
る
と
、
「
此
書
王
国
維
・
董
康
氏
等
各

旧
紗
残
本
を
得
、
京
都
帝
国
大
学
之
を
借
紗
す
。
後
上
海
古
今
書
室
の
石
印
本
出

で
し
も
、
紗
本
に
比
す
れ
ば
足
ら
ず
」
と
あ
る
の
で
、
あ
る
い
は
抄
本
「
伝
奇
業

考
」
の
方
に
「
金
瓶
梅
」
が
見
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

(
9
)
津
田
瑞
穂
著
「
宋
明
清
小
説
叢
考
」
に
よ
る
。
注
(
1
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
あ
ら
き
た
け
し
中
国
学
科
)

二

O
O四
年
十
月
十
五
日
受
理

猛

四




